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筆者らは、 前向き子育てプログラムの体験者同士で振り返る機会を作ることで、 自身の子育て技術 ・ 子
育ての進歩を確認し、相互の自助作用を促進することを目的に、この度フォロー アップセミナー  を開催し
た。 対象は過去にプログラムに参加したことがある親であり、20名中12名 (60% ) の参加希望があり、実




れる> <確かな結果が出る> <落ち込む> < 自信が持てる> の項目が、プログラム前よりも改善していること
が明らかとなった。 
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Outcome of a Folow-up Seminar Organized for the Benefit of Past Participants of
"Positive Parenting Program" Sessions
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A folow-up seminar was organized to provide an opportunity for the past participants of "Pos/ti、le 
Parenting Program (Tri'p/eP)" sessions to review their progress in parenting skils and to help foster 
a mutual help culture among them. An invitation was sent to20 past participants. 12 (60%) accepted the invitation, but two could not make it on the day. The seminar consisted of a warm-up with self- introduction of the participants, review of the Trip/ePsessions, small group workshops facilitated by 
the authors and winding-up over coffee. Workshop discussions confirmed that the participants had acquired parenting skils from the Tri'p/ePsessions such that they would use these skils at home as 
a matter of course. They also discussed how to handle new issues that emerged as the child grew up. A parenting experience survey was carried out at the end of the seminar and the results were 
compared with those taken at the Tri'p/eP sessions. An improvement was observed in responses to 
statements"parenting is demanding", "parenting is rewarding", "parenting is fulfiling", "parenting is depressing" and"l feel confident in undertaking parental responsibilities". 
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容は、 1 . 交流の場の提供・ 交流促進 2. 子育てに関す






























する。 これは、Triple P Japanが指定した標準化された尺
度を用い、 参加者の子どもの問題行動に対する認識
(Strengths and Difficulties Questionnaire: SDQ注')、子育てス
タイル(Parenting Scale:PS注2)、親のストレス(Depression- 
Anxiety-Stress Scale:DASS注3)、子育てへの認識(Parenting 
























1 ) 実施回数: 平成24年度より年に2 クールずつ合計4
クー ル開催
2) 実施場所: 札幌医科大学保健医療学部
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II トリプルP同窓会フォローアップセミナー(以下、同窓会とする) の実際
1. 同窓会の概要
1 ) 目的: プログラム体験者同士で振り返る機会を作る
ことで、自身の子育て技術・ 子育ての進歩を確認し、
相互の自助作用を促進すること
2 ) 対象: 過去に筆者らが開催した「前向き子育てプロ
グラム」 に参加したことがある親
3) 日時: 平成26年3月 10時~12時半
4) 同窓会のスケジュー ル: 自己紹介、 トリプルPの振
り返り、グルー プワー ク(プログラム後の良かったこ
と・ 困ったこと、話し合いたいことについて、3~4名










名 (60%) の参加希望があった。 しかし親自身あるいは子
どもの体調不良があり2名欠席し、10名の参加となった。 
対象者の年齢は30~40歳代、子どもの人数は1~3人、子ど
もの年齢は1~7歳であった (表2 ) 。 
表2 対象者の属性




































a: 対象者数 n= 10











パー トナー との関係については、<パー トナー とのしっけ
の一致> <パー トナー の協力> のスコアはプログラム参加前
よりも上昇していたが、<助けが得られた> <パー トナー と
の幸福度> についてはプログラム参加後にはスコアが上昇

















図3 対象者のサポー ト・ パー トナー関係







































































「パー トナー がどの程度子育てに協力したか」 「パー
トナー との関係の幸福度はどの程度か」 の1 1項目で
構成され5段階で回答するもの。 全ての項目でスコ
アが高いほど良いと評価する。 * の項目は逆転項目。 
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